
板倉の家ちいさいおうちプロジェクト

　熊本震災で被災された方々に心からお見舞い申し上げます。ちいさいおうちプロジェク トは被災された方

の自宅敷地内に、避難用板倉小屋を建てるという方法を提案して参りま した。2016 年 6 月には、寄付され

た杉材と大工有志、ボランティアの協働により、熊本県西 原村に「西原習合堂 ( しゅうごうどう )」（西原村

商工会主催）を完成させました。また解体材・ 端材を活かした木製家具や小物作りワークショップを行いま

した。

　そして震災から約半年を経た 10月1日より、「板倉建築による復興住宅」の提案とその生産体制の整備プロ

ジェクトを進めることとなりました。板倉とは日本古来の神社や穀物倉 庫に用いられた木造建築技術です。

板倉建築は杉の厚板で屋根、壁、床を構成し、木の香 りに包まれた健康的な空間を創り出します。この構造

は耐震性と防火性に優れ、地域の木 材資源と地域の職人によってつくることができるので、震災復興を地域

の振興につなげる ことができます。

　

　本プロジェクトのもうひとつの大切な柱は「地域の森林資源を活用」し、「森林と人々 の暮らしや文化を

つなぎ、活性化する」ことにあります。阿蘇地域は古くから山焼きをし（牧畜と観光の為）戦後の植林政策

で里山より高い位置にも杉や桧が植えられています。 近年、地域の山々を管理する担い手不足が問題となっ

ています。本プロジェクトの一環と して阿蘇地区の里山（宮山）の間伐と手入れを体験するワークショップ

を行います。間伐 した材料は、板倉の家づくりに活用します。人々が散策できる森をつくりながら、森が水 

を育くむことを伝える取り組みを行います。熊本の杉材を活用する板倉構法の復興住宅が、山と人々の意識を

繋ぎ直す契機となることを願っています。
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